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米国における説明的文章の批判的読みの指導の階層性 
―Reading Standards for Informational Text を手がかりに― 
 





















役立つだろう。そこで、本稿においては、Reading Standards for Informational Text とそのガイドブ
ックとして刊行されている Rozlyn の著書を手がかりに、米国における批判的読みの指導観の特徴
と後期初等教育と前期中等教育における批判的読みの指導の学年段階における階層性を明らかに
する。なお、Common Core State Standards for English Language Arts については、既に堀江祐爾に





２．Reading Standards for Informational Text の概要 
２－１．Common Core State Standards 導入の背景 
米国では、国定された学習指導要領や教育課程を用いる日本とは対照的に、教育に関する権限
は州に委ねられており、カリキュラムなども州ごとに策定されている1。2001 年に米国で可決さ
                                                          
1 以下の Common Core State Standards に関する記述は、古橋昌尚・コリーン・ダルトン・市
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NCLB 法の期限は 2013 年-14 年度末であったが、その改正をめぐって、オバマ政権は、「教科
内容の易化に歯止めをかけ、その水準と質の保証のために「共通コア州スタンダーズ」（Common 
Core State Standards：村井注）の採用とそれに基づく州によるスタンダードとテストの開発を進め
ている」。この Common Core State Standards は、全米州知事協会と全米教育長会議の協働により




おり、それぞれ別のスタンダードが示されている。現在、46 の州が Common Core State Standards
を採用している(開発されたスタンダードを完全に採用するのではなく、州で調整する。その際に
は、Common Core State Standards の内容が 85％以上反映されている必要がある)。 
 
２－２．Reading Standards for Informational Text の概要 
（１）Standard for English Language Arts の全体像 
Common Core State Standards は英語と数学についてのスタンダードであるが、英語科のスタン
ダード、すなわち Standard for English Language Arts については、既に堀江祐爾によって紹介され
ている2。ここでは、堀江の翻訳をもとに英語(国語)科のスタンダードの全体を確認する。以下の
概説は基本的に堀江の資料と翻訳をもとにしている(一部訳を改めたものがある)。 
Standard for English Language Arts は、次に 6 つの領域から構成されている。 
 
①文学のための読むことのスタンダード(Reading Standards for Literature) 
②説明的文章のための読むことのスタンダード(Reading Standards for Informational Text) 
③読むことの基礎的スキルのスタンダード(Reading Standards: Foundational Skills) 
④書くことのスタンダード(Writing  Standards) 
⑤話すこと聞くことのスタンダード(Speaking and Listening Standards) 
⑥言語のスタンダード(Language Standards) 
                                                                                                                                                                   
澤正則「共通学習基礎州基準(CCSS)導入計画――アメリカ合衆国教育改革の新たな賭け――」『清
泉女学院大学人間学部教育学研究紀要』第 11 号、2014 年、pp.59-70 および岡邑衛・上田勝江・
新谷龍太郎「アメリカにおける共通コア州スタンダーズに対する学校の反応と課題―ニューヨー
ク市の小・中・高等学校でのフィールドワークをもとに―」『大阪大学教育学年報』第 19 号、
2014 年、pp.97-110 などを参照にしている。 
2 堀江祐爾「アメリカ合衆国における国語科スタンダードに関する研究(4) : Common Core State 
Standards for English Language Arts」『全国大学国語教育学会発表要旨集』2014 年、pp.97-100 
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このうち、①Reading Standards for Literature と②Reading Standards for Informational Text は、共
通の観点から構成されている。すなわち、「重要な考えや細部」「技法や構造」「知識と思考の
統合」「文章の複雑性の範囲とレベル」の 4 つである。本稿で扱う Reading Standards for Informational 
Text の具体的な基準はすべてこれらのうちのいずれかにあてはまる。なお、③Reading Standards: 
Foundational Skills は、K-5(幼稚園から第 5 学年まで)を対象にしたスタンダードである。 
（２）Reading Standards の原型 
ここでは、①Reading Standards for Literature と②Reading Standards for Informational Text は共通
の枠組みを確認する。これらのスタンダードは、スパイラル構造をもっており、同じスタンダー
ドが学年を経るにつれて高度になっていくという特徴をもっている。ここでは Standard for English 
Language Arts の解説書を手がかりに、Standard of Reading の原型を確認する。Standard of Reading
の原型は表 1 のようになっている。 
表 1  Standard of Reading の原型 
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（３）Reading Standards for Informational Text の全体 
ここでは、Reading Standards for Informational Text の K-12 のそれぞれの学年におけるスタンダ
ードの具体を確認し、大まかな階層性や知識観の特徴などを確認していく。各学年のスタンダー
ドを翻訳したものに、青山之典の論考がある4。これをもとに、各学年のスタンダードをまとめた
ものが表 2、表 3 である（一部の表現は村井が改めた。また紙幅の都合上、K（幼稚園段階）は含
めていない）。 
                                                          
3注意書きは K-5 と 6-12 で内容が異なっている。6-12 の注意書きは、主に文学を読むことについ
て述べられている。 
4 青山之典「Common Core State Standards for English Language Arts における Reading 
Standards for Informational Text(k-12)―スパイラル構造をもった説明的文章読解カリキュラ
ムの実際―」『国語教育思想研究 』第 7 号、2013 年、pp. 1-13 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10－    －
 
表 2 と表 3 から各スタンダードについて学年段階に着目しながら概説する。 



















第 6 学年以降では、その配列や構成の効果を分析することが求められるようになる。第 11・12
学年では、そのような効果の有効性を評価することが求められるようになっている。 





ている。第 8 学年においては、分析した効果を評価することが求められている。 
スタンダード 8 は、テクストの論証を評価するものであるが、K から第 5 学年までは、論証を
捉えたり、分析することが目指されている。とりわけ、第 4 学年以降は、主張と事例において、
その事例がどのように用いられているか、といった事例の選び方を理解することが目指されてい
る。第 6 学年以降は、論証を評価することが求められるようになる。 





することが目指されている。第 2 学年から第 5 学年までは、社会科や理科に関連する説明的文章
を読むことが目指されているが、第 6 学年以降では、ノンフィクションを読むことが目指されて
いる。 
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３－１．Reading Standards for Informational Text のガイドブックと分析の対象 
ここからは、上で確認した Reading Standards for Informational Text の中でも、批判的読みについ
て扱っているスタンダードに焦点をあて、その階層性と指導の在り方について確認していく。そ
の時に手がかりとするのが、Reading Standards for Informational Text のガイドブックである Rozlyn 
Linder の“The Common Core Guidebook: Informational Text Lessons 3-5”と  “The Common Core 
Guidebook: Informational Text Lessons 6-8”である。 
Rozlyn は博士号をもつ教師であり、読むことのワークショップや講習会を全米で行っている人





そこで、第 3 学年から第 8 学年に焦点をあて、階層性については①を、指導の在り方について
は②から④の記述をもとに確認をしていく。このとき、本稿では、批判的に読むことのスタンダ
ードとして、テクスト内の論証などを評価するスタンダード 8 と複数のテクストをもとに批判的






３－２．スタンダード 8 の階層性 
まず、学年ごとの階層性を確認する。表 2 をもとにすると大まかに第 3 学年から第 5 学年まで
は、論証を分析する技能を、第 6 学年以降は論証を評価する技能の習得が目指されていることが
確認できる。Rozlyn は、第 3 学年では「一文目は二文目をどのように支えていますか？」「比較
を支えているのはどの文ですか？」「どの文が理由を表しているだろう」というように、文ある
いは段落間の関係を理解することが目指されるという。このとき、スタンダード 5 にあるような





実（evidence）」「サポート（重要なトピックセンテンスを支えるもの：support for larger topic 
sentence）」の 3 つを発見させる必要がある。第 4 学年では「理由づけ」と「事実」を見つけられ































ポートの視点が抜け落ちているものの、図 1 と比べて複数の主張を扱えるものとなっている。 
                                                          
5 楠見孝「批判的思考と高次リテラシー」楠見孝編著『現代の認知心理学 3 思考と言語』北大
路書房、2010 年 pp.134-160 また「導出の関連性」については野矢茂樹『論理トレーニング』産
業図書、1997 年を参考にした。 











図 1 主張のサイクル 
   








図 2 賛成・反対 
※図 1 と図 2 は Rozlyn（2013）の p.152 と p.156 の図をもとに村井が翻訳した。 
 
３－３．スタンダード 9 の階層性 
スタンダード 8 では学年間にみられる階層性を確認した。同様にスタンダード 9 も学年間の階
層性を確認するが、スタンダード 8 とスタンダード 9 の関係を捉えることで、Reading Standards for 
Informational Text における批判的読みの階層性も伺うことができる。まずこのことについて確認
する。 
Rozlyn はスタンダード 9 の解説の冒頭で次のように述べている。 
 
























14－    －
 
ただし、表 2 と表 3 におけるスタンダード 9 は、一貫してスタンダード 8 と関連しているわけ
ではない。第 1 学年から第 5 学年までの内容は主に、複数の文章を比較・対比しながら、その差
異を分析していくことが求められている。このような技能を基礎として第 6 学年以降で扱われる
内容が、スタンダード 8 と結びつく。 
スタンダード 9 の学習に用いるワークシートとして示されているのは、2 つの文章の対立する
主張を抜き出すものや、ベン図を用いて 2 つの文章で記述されていることの相違点と共通点を記
述させるものである。後者の方がより 2 つの文章の特徴を際立たせることができるだろう。 
 
４．結語：米国の批判的読みの指導の階層性が我が国に示唆すること 
これまで米国の Reading Standards for Informational Text を分析し、とりわけ批判的読みに関わる




2 層は、論証の評価に焦点をあてたスタンダード 8 と複数のテクストを読むことに焦点をあてた






















国でも扱われてきたものである6。Reading Standards for Informational Text では、批判的な読みを、
                                                          
6 河野順子『〈対話〉による説明的文章の学習指導』風間書房、2006 年など 
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 （広島大学大学院博士課程後期３年） 
